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NHK 連続ドラマ「おひさま」の撮影に使わ
れた道祖神が市に寄贈され、その除幕式が 7
月 4 日、豊科郷土博物館（百瀬新治館長）で行
われました。寄贈された道祖神は、豊科田沢
の増澤石材店（丸山文孝社長）が制作し NHK
に貸し出したもので、堀金・岩原区の国営公
園用地内のドラマロケ地に 3 月まで展示され
ていました。道祖神は、現在も作られている
道祖神として博物館玄関脇に展示されていま
す。丸山さんは「展示を機に、多くの皆さん
が博物館を訪れてもらえれば」と話しました。
道祖神を扱った企画展「安曇野のお祭り展Ⅱ」
が、9 月 7 日から同館で開催されます。

本年第１回目の市民大学講座特別編（全 2
回）が 7 月 7 日、堀金総合体育館サブアリー
ナで開催されました。テレビなどで活躍中の
医師・南

な ぐ も

雲吉
よしのり

則さんが「錆びない生き方」と
題して講演し、市民約 500 人が耳を傾けまし
た。南雲さんは自身が過去に太っていたこと
に触れ、太っていると心臓や骨格に負担がか
かることなどから、ダイエットの必要性を説
明。ウオーキングや早寝早起きなどで新陳代
謝を上げ脂肪を燃やすように促しました。講
演を聞いた丸山トシ子さん（穂高）は「先生
の話を実践し、いつまでも若々しくいたい」
と話してくれました。

7/4　「おひさま道祖神」寄贈除幕式

7/7　市民大学講座　特別編

「おひさま」の道祖神が郷土博物館に

「錆
さ

びない生き方を」南雲さん講演

安曇野髙橋節郎記念美術館（宮下克彦館長）で 7 月
13 日、開館 10 周年記念式典が開かれ、関係者約 100
人が節目を祝いました。同館は、名誉市民で文化勲章
受章者の漆芸家、髙橋節郎さん（1914 ～ 2007）を顕
彰するため、平成 15 年 6 月に髙橋さんの生家がある
場所に開館。これまでに約 14 万人が訪れ、伝統的な
漆工に現代的な感覚を取り入れ、芸術の域まで高めた
髙橋さんの精神を伝えるため企画展のほか、若手工芸
作家や市民の創作発表にも力を入れています。

式典で髙橋さんの妻・千
か ず え

笑さん（東京都練馬区）は「開
館の際、本人は美術館の完成をとても喜んでいました。
これからも多くの皆さんが作品に親しんでもらえれば
うれしいです」と話しました。式典後は同館学芸員に
よる記念企画展の説明やミニコンサートなども行われ
ました。記念企画展「シュールレアリスムと髙橋節郎
展」は 9 月 1 日まで行われています。
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髙橋さんの心を伝え １０年の節目

全国大会へ出場を控えた高校生・小学生の皆さんが
宮澤市長を表敬訪問しました。出場する皆さんはそれ
ぞれが「練習の成果を発揮したい」、「仲間の分も頑張
りたい」、「入賞を目指したい」などと意気込みを話し
ました。宮澤市長は「目標を高く、大会で好成績を残
せるよう頑張ってほしい」と大会での活躍を期待しま
した。

【訪問した皆さん】（敬称略・学年は訪問当時）
７月 17 日（高校生）
高校総体陸上競技　常盤大智（穂高商業高 3 年）　第 29 回全国
高校簿記コンクール　等々力蒼依（穂高商業高 3 年）　第 25 回
全国高校情報処理大会　藤本菜摘（穂高商業高 3 年）、栗林優希

（同 3 年）　第 60 回記念全国高校珠算・電卓競技大会　柳瀬泰
宏（穂高商業高 2 年）
７月 31 日（小学生）
第 30 回全日本小学生ソフトテニス選手権大会　伊與部希奈（穂
高北小 5 年）、臼井優月（同 5 年）　第 13 回全日本少年少女空
手道選手権大会　佐々木鴻介（豊科南小 6 年）、佐々木香菜子（同
4 年）、山越星（明北小 5 年） 第 14 回全国小学生 ABC バドミン
トン大会　山田修平（明南小 2 年）

7/17・31　小学生・高校生全国大会出場者表敬訪問

全国大会へ向け意気込みを語る

子どものころから正しいあいさつや食事
の作法を学んでもらおうと「夏休み子ども
作法教室（全 3 回）」（穂高公民館主催）が公民
館児童室で行われました。7 月 27 日に行わ
れた第１回の教室には小学生 6 人が参加。
当日は、講師の青木孝子さんが「作法は相手
を思いやる心を形に表したもの」と正しいお
辞儀、あいさつの仕方を指導しました。参
加した野中玲

れ い な

奈ちゃん（三郷小 2 年）は「き
ちんと相手の顔を見てあいさつするのが大
変でした」と話しました。

国際協力機構（JICA）のボランティアを務
めた大月詩織さん（明科中川手）、小松洋さん

（三郷明盛）が派遣先のアフリカ 2 か国から
帰国し 7 月 26 日、宮澤市長を訪問しました。
看護師の大月さんは、ガボンで母子の保健
指導をしながら、同国に初めて母子健康手
帳を広める活動に参加。小松さんは、ジン
バブエで中高生に体育などを教え、各種ス
ポーツの普及や施設の整備にあたりました。
2 年間の赴任を終え、小松さんは常に現地の
人の前向きな生き方に触れ「生きることの
素晴らしさを学んだ」と感想を述べ、大月
さんは「大学院で公衆衛生学を研究したい」
と次の目標を話しました。
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相手を思いやる気持ちを形に

海外経験を生かし次の目標へ


